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行
政
の
役
割
と
は
何
か

質
　
問

　
住
民
が
抱
え
て
い
る
問
題
、
将

来
の
有
り
方
な
ど
質
問
に
対
し
、

そ
の
都
度
回
答
に
は
満
足
出
来
る

の
で
な
く
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
市
民
と
行
政
の
協
働
」に
よ
っ
て

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
不
安
を
覚

え
る
。

　
行
政
の
役
割
と
は
何
と
思
っ
て

い
る
の
か
。
私
は
行
政
の
究
極
な

役
割
は
公
平
・
公
正
の
確
保
と
民

主
主
義
尊
重
の
基
に
住
民
が
希
望

を
持
っ
て
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
た

め
の
舞
台
づ
く
り
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

市
　
長

　
自
治
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
広

く
住
民
へ
の
事
務
事
業
を
市
の
行

政
組
織
の
中
で
分
業
し
つ
つ
実
施

し
て
い
く
。

　
私
の
公
約
に
も
市
民
と
協
働
を

掲
げ
て
お
り
相
互
理
解
、
対
等
な

立
場
で
の
協
力
を
進
め
な
が
ら
各

分
野
で
各
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
情
報
公
開
を
徹
底

し
な
が
ら
市
民
参
加
の
機
会
を
多

く
し
意
見
を
行
政
運
営
に
反
映
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
　
問

　
斎
場
を
西
保
町
地
内
に
建
設
す

る
に
当
た
り
交
換
条
件
と
し
て
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の

要
望
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
結
果
は
。
ま
た
要
望
実

現
に
対
し
て
当
初
予
算
に
調
査
費

な
ど
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　市
　
長

　
地
元
の
交
換
条
件
で
は
な
く
、

市
全
体
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
有
り
方
、
各
小
学
校
区

で
と
い
う
考
え
方
も
伝
え
て
い
る

な
か
で
、
こ
の
要
望
も
進
め
て
い

き
た
い
。

質
　
問

　
歳
入
の
主
で
あ
る
市
税
の
減
少
、

国
・
県
な
ど
か
ら
の
特
定
財
源
確

保
の
不
透
明
さ
な
ど
で
、
財
源
確

保
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
予
測

さ
れ
る
中
で
、
今
後
5
年
間
で
執

行
さ
れ
る
大
型
事
業
が
計
画
推
進

さ
れ
る
。

　
特
に
整
備
事
業
で
あ
る
総
合
斎

苑
27
億
2
千
296
万
円
、
給
食
セ
ン

タ
ー
19
億
9
千
820
万
円
、
勝
幡
駅

前
開
発
19
億
9
千
962
万
円
、
こ
れ

以
外
に
庁
舎
建
設
、
地
域
福
祉
政

策
費
な
ど
膨
大
な
経
費
が
必
要
で

あ
る
。

　
22
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

218
億
円
の
う
ち
自
主
財
源
44
%
、

前
年
度
末
の
財
政
力
指
数
0
・
76

と
財
源
に
余
裕
の
な
い
脆
弱
な
愛

西
市
は
今
後
5
年
間
ど
の
よ
う
な

財
源
設
計
を
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
前
年
度
末
の
市
債
残
高

が
265
億
5
千
万
円
、
市
民
1
人
当

た
り
約
40
万
円
の
借
金
で
あ
る
が

26
年
度
末
の
市
債
残
高
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。

企
画
部
長

　
市
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い

て
27
年
度
に
財
政
指
標
の
目
標
数

値
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
堅

守
す
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
し
て
過
去
5
年
間
の
財
源
計
画

と
し
て
合
併
特
例
債
を
活
用
、
基

金
造
成
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
大

規
模
事
業
は
合
併
特
例
債
及
び
積

立
て
基
金
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
。
ま
た
、
経
費
の
削
減
、
有
効

性
評
価
に
基
づ
く
事
業
の
取
捨
選

択
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用

を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
市
全
体
の
26
年
度
末
の
市
債
残

高
は
約
291
億
3
千
万
円
の
見
込
み

で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
農
園
の
復
活
を

・
職
員
か
ら
の
提
案
制
度
に
つ
い

て

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
に
は


